
◇ 横孔式マイクロニードル

◇ その他マイクロニードル事例
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MicroNeedle Technologies

特長 ◆ 横孔により先端強度を確保。浅い皮膚層への注入が可能。
◆ 生体安全な材料。射出成形による量産化が可能。

ワクチン送達研究

“貫通型横孔マイクロニードルデバイスの作製及び性能評価” IEEJ Trans. SM, Vol144, No.7 pp170-175（２０２４）　＊ASTI、近畿精工　

“Enhanced immunity in intradermal vaccination by novel hollow microneedles” skin Res. Technol. 1-6（２０１８）　＊ASTI、浜松医大
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ムンプスワクチン投与後の抗体産生比較

投与量10μL

マイクロニードル皮内注群

２７G 皮下～筋注群

マイクロニードル生食皮内注群
（コントロール）
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水痘ワクチン抗体価比較

27G
（皮下～筋注）投与量２0μL

36日目後

　　SDラットへのワクチン投与
• マイクロニードルによる皮内投与及び27G注射針による皮下～筋肉投与。　　
• EIAにより血清中の I gG 抗体価を比較。

マイクロニードルアレイ

一体成形工法による横孔マイクロニードル ※センサ・マイクロマシンシンポジウム２０２３　優秀ポスター発表賞受賞

マイクロニードル皮内投与群の方が、免疫活性効率が高い。

薬液送達や間質液採取など、お持ちのニーズとのマッチングを図ります。
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100μm

横孔マイクロニードル

※専用アプリケーター使用
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横孔式マイクロニードルと皮膚イメージ

〒431-2103 静岡県浜松市浜名区新都田1丁目5番1号

メディカル開発部
TEL：053-428-5644　FAX：053-428-5666
E-mail：medical@asti.co.jp http://www.asti-med.com/jp

お問い合わせ先

▷ 微細金型及び生分解性樹脂を用いた
　射出成形より量産化

大手化粧品メーカー様と
次世代型マイクロニードルアレイを共同開発

Pig skin injection

330μm

650μm180~220μm

φ100μm

pitch 1.3mm

*cross section

luer 
connector

transverse holes
φ80~100μm




